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症例 35才女子。家族歴:同胞中に Lederkynで薬疹
を起すもの一人あり。既往歴には特記すべきことはな
い。現病歴:本年 3月，背部痛のため Trancopal3Tab 
jTを内服し始めた所， 10日目に至り熱発，処方を Sul-
fadimethoxinに変更， 1.5 gを2日間に内服せるも解
熱せず，顔面に Exanthem出現，さらに Taocinに変
方せるも Exanthemは漸次拡大，全身状態悪化したた
め当科入院。入院時，全身状態極めて悪く， 39.60Cの高
熱と頻脈，低血圧 (100，-，0)などを示し，不安状態を呈
していた。検査結果は末梢血では軽度の貧血と Leuco-
penie，Monocytose (20%)，肝機能では GOT，GPT 
とも高度に上昇し，激烈な肝障害を思わせた。入院後直
ちに補液，副腎皮質ホJレモン製剤，抗生物質などによる
治療を開始せるも症状に改善傾向見られず， 入院後 14
時間自にして死亡した。組織所見は典型的な epidermal 
necrolysisの像が見られた。
今井 z解熱剤で同様皮疹を発生した 4才男子例を経験
した。ステロイドが著効を示した。
田辺 z本例の死因は中毒性肝壊死であった。本疾患の 
60，.70%は薬疹と考える。
加藤 z私の症例はトランコパール内服によるもので，
貼布試験で陽性であった。肝機能に異常はなかった。 
2. ベーチエット氏病
高野元昭，番場秀和 
35才男子。頻発する下肢の結節性紅斑および浮腫。 7
，. 8年前貧血様顔貌となり，口内アフタ，注射痕部膿宿，
下肢の結節性紅斑を順次発生，反復していた。昭和 42年 
3月初旬，激しい運動の直後，右腰部に激痛を覚え，整
形外科的に異常を認めぬまま 1週間を経て，右下肢全体
の有痛性腫脹と結節性紅斑を生じて来院。 390Cの発熱，
軽度貧血，頼粒球増多，血沈68，CRP-lt，軽度肝機能障
害を示し，血液細菌培養は陰性であった。抗生剤，抗炎
剤を約 1カ月使用する聞に，陰嚢潰蕩，口内アフタ，注
射痕部膿庖も新生していたが， Decadron 3 mg開始以
後は，両下肢の浮腫性結節性紅斑と注射痕部膿癌とを繰
り返している。眼科的，心電図上に異常なく，組織学上に
は血栓性静脈炎を認めて， Behcet氏病の不全型とした。
小林 z本症の本態は ADAMANTIADESの指摘する如く
血栓性静脈炎と思う。最近 Herpessimplex-Virusに
対する流血抗体の証明・口腔アフタ出現時の唾液による
皮内反応などの報告がある。 
3. 	 アレルギー性血管炎
富岡容子，関谷正-
32才男。昭和 40年 2月鼻症状のため， 耳鼻科にて蓄
膿症手術。その後 3日目より手足に有痛性皮疹，輩膜
炎，口腔内潰蕩などを続発。入院後検査にて，血沈充進， 
ASLO，CRP，RAテスト，AjG比などに異常あり。
皮疹は，主に両下肢に禰慢性，多発性に出血斑が繰返
し発生，またその他の部位にも，壊死性正疹，水痘，多
型惨出性紅斑様皮疹を繰返した。全身症状，頭痛，発熱，
関節痛，左眼球突出，鞍鼻など。
組織では，表皮細胞間浮腫，真皮上層，血管周囲の細
胞浸潤，血管壊死，汎血管炎が著明，特に多数の核片が
散在し RUITERのいうアレJレギー性血管炎の典型像を
示す。 
GOUGEROTの結節性皮膚炎，特異な顔貌より WEGE醐 
NERの肉芽腫症などの鑑別を行なった。 
4. 慢性特発性陰部浮腫
菅原宏，江尻伊三郎
症例は昭和 42年 2月 17日生れの女児。満期安産第 2
子にして全身所見に異常なく，陰部大腿内側に潮紅を伴
なえる硬い浮腫を認めた。組織学的に，表皮直下から真
皮中層へかけての著明な浮腫， リンパ腔の拡張，脂肪織
の裂隙形成を認めるほか，特に異常はない。
新生児外陰に浮腫を示す疾患は，新産児浮腫脂肪性硬
化症，浮腫性硬化症，新産児皮下脂肪壊死症などその予
後の重篤なるものが大部分であるが，本症は全身状態を
侵すことなく，予後良好である。満期安産であった点，
女児である点，皮疹に潮紅を認めた点，定型的ではない
が，全身所見のない点，皮疹の様相，ならびに組織学的
